
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和７年 ６月 ４日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

（一社）秋田県観光連盟 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

秋田県 

所在地 秋田県秋田市 

設立時期 平成４年７月１日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 １１人【常勤８人（正職員１人・出向等７人）、非常勤３人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

齋藤 善一 

（出身組織名） 

（公社）秋田県バス協会 

会 長 

当連盟会長として、また(公社)秋田県バス協会

会長として各種関係団体との繋がりを有し、多様

な構成団体からなる当連盟を牽引している。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

鷹谷 潤「専従」 

事務局次長 

 連盟の正職員。旅行会社での勤務経験を経て、

当連盟で令和６年度から各種業務を担当。相談窓

口である「あきた旅のサポートセンター長」、「秋

田バリアフリーツアーセンター長」を兼ねる。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

鈴木 博之「専従」 

（出身組織名） 

秋田県 

事務局長 

県職員としての業務経験を活かして、財務関係

の執行・管理業務全般を担う。 

各部門（例：プロ

モーション）の責

任者（専門人材） 

（氏名） 

柏原 裕之「専従」 

 

（出身組織名） 

観光ディレクター 
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※各部門責任者の

うち専従の者につ

いては、氏名の右

横に「専従」と記

入すること 

 

（株）ＪＴＢ （株)ＪＴＢからの派遣。観光業界の事情、とり

わけ県内の観光・宿泊施設に精通しており、商品

造成に向けた企画提案に高い能力を持つ。 

各部門（例：旅行

商品の造成･販売）

の責任者（専門人

材） 

 

（氏名） 

○○ ○○ 

（出身組織名） 

（株）○○ 

 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

秋田県誘客推進課【プロモーション】 

秋田県観光戦略課【各種統計】 

秋田県食のあきた推進課【特産品】 

秋田県交通政策課【地域公共交通】 

秋田県各県外事務所【プロモーション、商談会】 

各市町村観光担当課【観光振興全般】 

連携する事業者名

及び役割 

秋田の観光創生推進会議【プロモーション】 

秋田観光誘致協議会【商品造成・誘客】 

あきた広域観光誘客推進協議会【教育旅行】 

秋田県旅館ホテル生活衛生同業組合【宿泊施設関係】 

各市町村観光協会【観光地の魅力向上、観光案内】 

県内登録ＤＭＯ 

(株)かづの観光物産公社、（一社）秋田犬ツーリズム 

（一社）あきた白神ツーリズム、（一社）男鹿市観光協会 

（一社）田沢湖・角館観光協会、（一社）横手市観光推進機構 

県内の宿泊事業者、交通事業者、旅行事業者、特産品関係、商工団体、金融機

関、観光団体、行政関係者など 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】① 

概要）当連盟の役員は、宿泊事業者、交通事業者、旅行会社、特産品関係、商

工団体、金融機関、観光団体、行政関係者など、幅広い分野の代表者が選任さ

れ、参画している。 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

地域住民も賛助会員として観光連盟に入会できる。賛助会員には各種観光資

料を提供しているほか、モニターツアー参加について働きかけている。参加者

からは観光施設等に対する感想・意見の提出を受け、該当施設にフィードバッ

クしている。 

（単独県の地域連携ＤＭＯであり登録要件としては対象外） 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

〇令和６年 テーマ性のある観光資料等発行事業 

・秋田県の観光地を一元的に網羅できる観光資料の発行  

〇令和６年 「秋田カンバン娘」事業 

・秋田の最前線でがんばる女性を「カンバン娘」として登録

し、ＰＲ活動に協力していただく 

〇令和６年 デジタルプロモーション活用支援事業 

・会員が実施するデジタルプロモーションへ助成 

〇令和６年 県内周遊出前ＰＲ等事業 

・ＪＲ主催の駅キャラバンや、竿燈まつり等への出展 

〇令和６年 誘客促進セールス事業 
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・首都圏、北海道、九州、中部、関西の旅行会社への商品造

成セールス活動の実施 

〇令和６年 教育旅行誘致事業 

・北海道での誘致説明会、北海道の教員を招いてのファムツ

アー、バス利用への助成等 

〇令和６年 ＳＮＳを活用した会員情報発信強化事業 

・秋田県ゆかりのインフルエンサーを活用した動画投稿 

・観光連盟公式ＳＮＳによる情報発信 

〇令和６年 訪日観光客誘客促進事業 

・台湾等東アジアを中心としたプロモーションを実施 

・海外商談会への助成 

〇令和６年 クルーズ船受入支援事業 

・クルーズ船寄港時に乗船客に対しての観光ＰＲ 

 

受入環境の

整備 

〇令和６年 花まるっモニターツアー推進事業 

・地域固有の隠れた観光コンテンツを活用したモニターツア

ーアを実施し、旅行客の需要の調査 

〇令和６年 受入体制向上促進事業 

・・会員（観光事業者）の巡回調査を実施し、受入環境の確認

や情報の提供 

・お客様の満足度向上に寄与するホスピタリティ研修の実施 

〇令和６年 宿泊・観光施設人材不足対策事業 

・観光事業への理解促進、就職先の選択肢とひとつとして捉

えてもらうために、高校生に対する出前授業・ワークショッ

プ等を実施 

〇令和６年 バリアフリー観光推進事業 

・会員施設のバリアフリー調査及び情報発信 

・車いすの貸出 

 

観光資源の

磨き上げ 

〇令和６年 観光地魅力アップ支援事業 

・観光地の魅力向上等を目的に、複数の観光事業者が連携し

て実施する観光的取組を支援 

 

 

【定量的な評価】 

○観光地点等入込客数（延べ人数）(出典：秋田県観光統計) 

令和 ４年  25,178千人（対前年比  134.4％） 

令和 ５年  28,354千人（対前年比 112.6％） 

令和 ６年  30,807千人（対前年比 108.7％） 

 

○延べ宿泊者数（全施設）(出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」) 

令和 ４年  2,772千人（対前年比 105.5％） 

令和 ５年  3,001千人（対前年比 108.2％） 

 令和 ６年  2,990千人（対前年比  99.6％） 

 

○外国人延べ宿泊者数（全施設）(出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」)  

令和 ４年   16,280人（対前年比 205.8％） 

令和 ５年  95,600人（対前年比 587.2％） 

 令和 ６年  114,700人（対前年比 120.0％） 
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実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

（実施体制の概要） 

○総会及び理事会を定期的に開催しているほか、常務理事を隊長とする「観 

光秋田盛り上げ隊」会議を適時開催し、理事会提出案件等について意見交換 

を行っている。 

 

○役員は、宿泊、交通・運輸、旅行業、みやげ品、商工団体、金融機関、観 

光団体、行政関係者など、幅広い分野の代表者を選任している。 

 

○さらに正会員として、役員が属する分野のほか、飲食、観光施設、印刷情 

報処理関係、その他業界関係団体の代表者も参画している。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区域設定の考え方】 

当連盟は、昭和 20年代から秋田県を区域として活動してきた秋田県観光協会の流れを汲み、平成４

年には法人化され今日に至ったもので、長年にわたり、秋田県の各市町村、各市町村観光協会をはじ

め、県内の観光関係業界との連携の下で、観光振興に取り組んできた。 

 また、秋田県から県全域をカバーする団体として各種事業を受託しており、県の観光振興施策に密

接に関わりながら活動している。 

こうした活動実績や連携体制を踏まえると、秋田県全域をその区域とすることが、事業効果を高め

る観点からも適切である。 

 

【観光客の実態等】 

○観光地点等入込客数（延べ人数）(出典：秋田県観光統計) 

年次 
総数 

（千人） 
対前年比 

内   訳 

観光地点 

（千人） 
対前年比 

行祭事・ 

イベント 

（千人） 

対前年比 

Ｒ元 35,270 102.3% 24,958 104.5% 10,312 97.3% 

Ｒ２ 18,360 52.1% 17,249 69.1% 1,111 10.8% 

Ｒ３ 18,738 102.1% 17,755 102.9% 983 88.5% 

Ｒ４ 25,178 134.4% 19,944 112.3% 5,234 532.5% 

Ｒ５ 28,354 112.6% 22,041 110.5% 6,313 120.6% 

Ｒ６ 30,807 108.7% 24,121 109.4% 6,686 105.9% 

《 県北部：９市町村 》 

鹿角市、小坂町、大館市、 

北秋田市、上小阿仁村、 

能代市、藤里町、三種町、 

八峰町 

《 県南部：７市町村 》 

大仙市、仙北市、美郷町、 

横手市、湯沢市、羽後町、 

東成瀬村 

《 県央部：９市町村 》 

秋田市、男鹿市、潟上市、 

五城目町、八郎潟町、 

井川町、大潟村、 

由利本荘市、にかほ市 
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○延べ宿泊者数（全施設）(出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」)  

年次 
総数 

（千人） 
対前年比 

内   訳 

県内 

（千人） 
対前年比 

県外 

（千人） 
対前年比 

Ｒ元 3,654 104.3% 845 91.4% 2,652 107.0% 

Ｒ２ 2,546 69.7% 892 105.6% 1,593 60.1% 

Ｒ３ 2,626 103.1% 1,091 122.3% 1,520 95.4% 

Ｒ４ 2,772 105.5% 870 79.7% 1,883 123.9% 

Ｒ５ 3,001 108.2% 762 87.6% 2,214 117.6% 

R 6 2,990 99.6% 749 98.2% 2,212 99.9% 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

○観光施設、商業施設、スポーツ施設 

 本県では、直売施設が併設された道の駅、地域の歴史・文化が体感できる観光施設、スポーツ施設

等に多くの入込がある。 

～観光地点別観光地点等入込客数（延べ人数）上位５地点（令和６年秋田県観光統計）～ 

 （１）県北部 

  ①道の駅ふたつい（能代市）                 1,171,511人 

②国立公園十和田湖（小坂町）                 485,808人 

③道の駅かみこあに（上小阿仁村）               282,969人 

④鹿角観光ふるさと館あんとらあ（道の駅かづの）（鹿角市）  263,549人 

⑤秋田犬の里（大館市）                                 218,837人 

 

（２）県央部 

①道の駅あきた港（秋田市）                  1,141,825人 

②県立中央公園（秋田市）                  655,781人 

②道の駅おが オガーレ（男鹿市）               639,278人 

④あきた芸術劇場ミルハス（秋田市）             551,663人 

④道の駅象潟ねむの丘（にかほ市）                 537,102人 

 

（３）県南部 

    ①道の駅うご・端縫いの郷（羽後町）             907,164人 

②秋田ふるさと村（横手市）                     699,607人 

③道の駅美郷（美郷町）                   495,151人 

④道の駅おがち・小町の郷（湯沢市）             399,080人 

⑤角館武家屋敷（仙北市）                  337,574人 

 

○自然 

 本県には、世界自然遺産・白神山地のほか、十和田八幡平国立公園や３つの国定公園、８つの県立

自然公園があるなど、豊かな自然に恵まれており、自然とのふれあいや癒やしを求めて、県内外から

数多くの利用者が訪れている。（出典：秋田県環境白書（県環境管理課）） 

（１）世界遺産地域 

  ①白神山地（藤里町、4,344ha） 

（２）国立公園 

  ①十和田八幡平（鹿角市・小坂町・仙北市、26,813ha）          

（３）国定公園 

  ①鳥海（由利本荘市・にかほ市、15,940ha） ②栗駒（湯沢市・東成瀬村、23,207ha）                                
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③男鹿（男鹿市、11,534ha）                                          

（４）県立自然公園 

①田沢湖抱返り（仙北市、7,477ha）         ②きみまち阪（能代市、599ha）                                        

③八森岩館（八峰町、2,179ha）             ④森吉山（北秋田市、15,214ha）                                       

⑤太平山（秋田市・五城目町・上小阿仁村、11,897ha）                   

⑥田代岳（大館市、1,855ha）               ⑦真木真昼（大仙市・美郷町、5,903ha）                                

⑧秋田白神（八峰町・藤里町、6,275ha）                                

 

○文化 

 本県の重要無形民俗文化財の指定件数は 17と日本一であり、「秋田竿燈まつり（秋田市）」、「刈和野

の大綱引き（大仙市）」など各地で伝統行事が受け継がれている。特に「大日堂舞楽（鹿角市）」に加

え、「角館祭りのやま行事（仙北市）」、「土崎神明社祭の曳山行事（秋田市）」、「花輪祭の屋台行事（鹿

角市）」を含む「山・鉾・屋台行事」や、「来訪神：仮面・仮装の神々」の１つである「男鹿のナマハ

ゲ（男鹿市）」は、ユネスコ無形文化遺産に登録されるなど高く評価されている。また、雪国ならでは

の伝統行事として「かまくら（横手市）」、「犬っこまつり（湯沢市）」等がある。 

このほか、豊富な米、良質な水、寒冷降雪といった条件下で「清酒」「味噌」「しょっつる」「漬物」

等の発酵食文化を育んでおり、近年、秋田県では秋田独自の発酵食文化を知り、体験し、感動する

「あきた発酵ツーリズム」を推進している。 

 

○スポーツ 

 県都秋田市は、プロバスケットボールチーム「秋田ノーザンハピネッツ」、サッカークラブチーム

「ブラウブリッツ秋田」、ラグビーフットボールクラブチーム「秋田ノーザンブレッツ」の本拠地とな

っており、スポーツを通じた地域活性化に寄与している。 

 また、仙北市の田沢湖スキー場や鹿角市の花輪スキー場では、モーグルＷ杯や冬季国体など国内外

のスポーツ大会が数多く開催され、地域の活性化と交流人口の拡大を図ってきた。 

 2021年に開催された東京オリンピック・パラリンピック競技大会では、秋田市や大潟村、能代市等

で海外代表チームの事前合宿が行われ、スポーツを通じた交際交流を促進している。 

 

○イベント等 

本県は、春の桜と新緑、夏の深緑と花火、秋の紅葉、そして、冬の雪景色と、季節の移ろいがはっ

きりしており、四季を通じて数多くの行祭事やイベントが開催されている。 

 

～エリア別主要イベント（秋田県観光統計等）～ 

（１）県北部（９市町村） 

   大日堂雅楽（鹿角市）、花輪ばやし（鹿角市）、アカシアまつり（小坂町）、大館アメッコ市（大

館市）、比内とりの市（大館市）、100kmチャレンジマラソン（北秋田市）、能代七夕「天空の不夜

城」（能代市）、サンドクラフト inみたね（三種町） 等 

 

（２）県央部（９市町村） 

   千秋公園桜まつり（秋田市）、秋田竿燈まつり（秋田市）、土崎曳山まつり（秋田市）、雄物川花

火大会（秋田市）、なまはげ柴灯まつり（男鹿市）、男鹿日本海花火（男鹿市）、大潟村桜と菜の花

まつり（大潟村）、由利本荘ひな街道（由利本荘市）、勢至公園桜まつり（にかほ市） 等 

 

（３）県南部（７市町村） 

   全国花火競技大会「大曲の花火」（大仙市）、角館の桜まつり（仙北市）、角館祭りのやま行事

（仙北市）、美郷ラベンダーまつり（美郷町）、かまくら（横手市）、送り盆まつり（横手市）、犬

っこまつり（湯沢市）、小町まつり（湯沢市）、西馬音内盆踊り（羽後町） 等 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】（未定） 

旅館・ホテルは、秋田県全体で 503施設・15,373室あり、うち県北部が 140 施設・3,535室、県央

部が 173施設・6971室、県南部が 190施設・4867室となっている。県都秋田市に 5,001室があるた

め、県央部が客室数のおよそ 3割を占めている。また、角館・田沢湖の観光地を抱える仙北市にも

2,100室があり、県南部の客室数を押し上げている。 

また、１施設当たりの客室数は、県平均が 30.5室、県北部が 25.2室、県央部が 40.2室、県南部が

25.6室であり、県央部の施設規模が大きくなっている。（出典：秋田県生活衛生課業務概要、令和６

年３月 31日現在） 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

（１）鉄道 

   秋田新幹線「こまち」は、東京～秋田間を最短３時間 37分で結び、首都圏との交流の大動脈と

なっている。また、「こまち」の車両(Ｅ６系)は、「なまはげ」や「竿燈」など秋田の個性を想起

させる茜色が印象的で、交流の拡大はもとより、秋田のイメージアップにも大きく貢献してい

る。 

   県内のアクセスとして、ＪＲ奥羽本線、羽越本線、花輪線、五能線、男鹿線、田沢湖線、北上

線のほか、秋田内陸線、鳥海山ろく線が利用されている。 

 

（２）航空 

   秋田空港からは東京、大阪、名古屋、札幌への定期路線が、また、大館能代空港からは東京へ

の定期路線があり、国内の大都市圏をはじめ、羽田空港を介して国内外の各地と結ばれ、地域の

産業・観光にわたる交流ルートとなっている。 

   国際定期便は現在運航されていないものの、令和 5年 12月から台湾と秋田空港とのチャーター

便が運航しており、秋田空港においては、外国からの誘客や国際交流の玄関口として、今後も一

層大きな役割を担うことが期待されている。 

 

（３）船舶 

秋田港と苫小牧東港、新潟港、敦賀港を結ぶ長距離フェリーは、日本海側の海上交通ルートと  

して交流を支えるとともに、陸・海を組み合わせた貨物輸送ルートとして経済活動を支えてい 

る。 

   近年、秋田港、能代港、船川港へのクルーズ客船の寄港が増加傾向にあり、秋田港にはクルー

ズターミナルが整備され、受入態勢の整備も進んでいる。 

 

（４）道路交通 

   高速道路として、東北縦貫自動車道、日本海沿岸東北自動車道、秋田自動車道、東北中央自動

車道を合わせ、362kmのうち 92％が供用されており、県内の高速道路ネットワークの完成に向け

て整備が進められている。（データ：あきた県政概況 2025） 

バスについては、県内各地から東京都や仙台市等と結ぶ高速バスが運行されているほか、路線

バスが県内各地を結んでいる。 

 

【外国人観光客への対応】 

外国人延べ宿泊者数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための渡航制限、水際対策等の影響

により、令和４年は 16,280人と低迷してしたが、令和５年は 95,600人、令和６年は 114,700人と復

調の兆しを見せている。 

ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所は県内に 27か所設置(令和７年６月末)されており、当連盟も「あき

た旅のサポートセンター」としてカテゴリー２の認定を受けている。 

受  受入態勢整備に係る連盟事業として、会員施設からの翻訳依頼、多言語案内表示板の作成依頼に対

応しているほか、県受託事業として、観光案内所等職員を対象に災害時の対応やオンラインの活用を

テーマとした研修会を開催するとともに、クルーズ船の誘致を図るため、寄港時の県内観光モデルコ

ースを作成するなど、地域に密着した事業を展開している。 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

秋田県観光統計の「観光消費額の推

計」のデータを活用。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 観光庁「宿泊旅行統計調査」のデー

タを活用。 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

秋田県観光統計の「観光客の満足度

の状況」のデータを活用 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

秋田県観光統計の「秋田県訪問回

数」のデータを活用。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

Google アナリティクスを活用して実

施。 

住民満足度 観光振興に対する地域住民の理解度

を測るため。 

「県民意識調査」のデータを活用 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
秋田県は、自然減と社会減が同時進行しており、平成 29年に人口が 100万人を割ったほか、令和

６年７月１日現在の高齢化率は 39.7％と、全国で高齢化率が最も進んでいる県である。この人口減

少、少子高齢化等の影響により、県の基幹産業である農業における就業者の減少、商業における事業

所数、販売額の減少など、地域経済が衰退してきている。このため、当連盟が行う魅力ある観光地づ

くりや受入態勢の向上・人材育成といった取組を通じ、交流人口の拡大を図り、新たな雇用の創出や

担い手不足の解消、地域経済の活性化に繋げることとしている。また、県、当連盟が保有する統計デ

ータの分析手法を確立し、分析結果を定期的に会員に提供することにより、地域が継続・成長してい

く観光産業の形成に役立てることとしている。 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 

・四季折々の豊かな自然 

・自然景観と調和した秘湯 

・盛んな農業等が産み出す豊かな食材 

・きりたんぽ、稲庭うどんの特産品、漬物、

しょっつる等の発酵食等の食文化 

・稲作を背景に各地で醸されるお酒 

・ユネスコ無形文化遺産、国指定重要無形民

俗文化財などの伝統行事 

・世界的な知名度を誇る秋田犬 

 

弱み（Weaknesses） 

 

・冬季における入込客の減少 

・二次アクセス 

・外国人旅行者の受入態勢 

（外国語対応、キャッシュレス対応） 
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外部

環境 

機会（Opportunity） 

 

・全国的なインバウンドの増加 

・外国人に「自然景観」が人気 

・日本人に「温泉」が人気 

・外国人の田舎暮らし体験のニーズが高まる

傾向 

脅威（Threat） 

 

・人口減少による国内市場の縮小 

・国内における地域間競争の激化 

・新型コロナウイルス感染症の再拡大 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

台湾、香港、フランス、英国  

 

○選定の理由 

・（台湾）訪日旅行リピーター及び東北への直行便が多く、最も来訪が期待できため 

・（香港）訪日旅行リピーターが多く、仙台空港への直行便の就航が相次いで決定しているため 

・（フランス・英国）訪日旅行消費額が大きく、長期の夏季休暇を背景にグリーンシーズンの誘客が

期待できるため 

 

○取組方針 

県と連携した商談会の開催、旅行博への出展を行うとともに、多言語による情報発信、観光・宿泊

施設による多言語対応への支援を行っていく。 

 

○ターゲット層 

首都圏、関西圏、中部圏、九州及び北海道からの観光客 

 

○選定の理由 

関東地方からの県外客はコロナ禍前より割合は低下しているものの、約 9.5％と県外客の約 23％を

占め、主なターゲットの１つとなっており、近畿、中部等、九州等も約 5.8％と一定の来訪者があ

る。（令和５～６年秋田県観光統計によるパラメータ調査の回答者数の割合を参考。「中部等」は中

部・北陸・甲信越、「九州等」は九州・沖縄） 

北海道は、本県への教育旅行に係る宿泊者数の約５割を占めており、この分野の重要なターゲット

となっている。（県誘客推進課調べ） 

 

○取組方針 

関東地方については、首都圏エージェントと県内各地域の宿泊・観光施設等との商談会、主要駅に

おける観光イベント等を通じた誘客を進める。近畿、中部、九州については、県の県外事務所と連携

しながら各エリアのエージェントへの売り込みを図る。 

 北海道については、教育旅行に関する説明会の開催やキャラバン活動の実施により、誘致を図って

いく。 

 

○ターゲット層  

東北地方からの観光客 

○選定の理由 

東北５県から秋田県を訪問している客は約 25％で、重要なターゲットとなっている。（令和５～６

年秋田県観光統計・パラメータ調査の回答者数の割合を参考） 

○取組方針 

隣県において、旅行会社やバス会社に対するセールスや、一般客を対象とした観光プロモーション

を実施するなど誘客を促進していく。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト ～秘湯・四季の祭り・秋田犬 美酒 美食 美の国あきた～ 

②コンセプトの考え方 ・秋田には、各地の自然に溶け込む数々の秘湯などの温泉、「男鹿のナマハ

ゲ」「秋田の竿燈」などの四季折々の伝統行事、海外にも愛好者が広がる

秋田犬、きりたんぽをはじめとする食文化や県内各地で醸される地酒な

ど、秋田固有の観光資源が数多くある。 

・これらの魅力を、県、秋田の観光創生推進会議、秋田観光誘致協議会、あ

きた広域観光誘客推進協議会など関係団体との連携により、効果的にアピ

ールしていくことで、選ばれる観光地づくりを推し進める。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

理事会、観光盛り上げ隊会議、総会、地域別懇談会 等 

 

・定時開催する理事会や観光秋田盛り上げ隊会議、年１回開催する総会

といった意思決定の過程を通じて、多様な関係者の意見を聴取し、そ

の後の取組に反映している。 

・毎月発行する連盟の機関紙や会員向けサイトの掲示板を活用して、広

く情報を共有している。 

・年１回、県北・県央・県南の３ブロック毎に開催する地域別懇談会等

を通じて、各会員施設や地域における課題等に関する意見交換を行っ

ているほか、会員施設を巡回調査し、連盟事業の説明や行政、当連盟

への要望等をヒアリングすることにより、各種取組の参考としてい

る。 

・秋田県全域の地域連携ＤＭＯとして、県と常時、戦略や取組を共有

し、双方の役割分担のもと業務を実施している。 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

・当連盟が運営する「あきた旅のサポートセンター」では会員の宿泊施

設等を調査し、ウェブサイトで施設やサービスの状況を検索できるよ

う、データベース化し公開している（宿泊施設の項目：外国人対応、

Wi-Fi環境、温泉掛け流し等）。 

 また、同じく「秋田バリアフリーツアーセンター」では、サポートセ

ンターの項目に加え、バリアフリー情報をデータベース化し公開して

いる（宿泊施設の項目：点字ブロック、車いす対応トイレ、障害者用

駐車場等）。 

 このような各施設の状況を調査・公表する取組等を通じて、お客様が

施設に関する情報を入手しやすい環境を整備するとともに、選ばれる

施設づくりを促進していく。 
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・ホスピタリティ研修として、これまでマナー講座、車いす使用者への

応対方法、秋田の食といった内容で、施設のスタッフ向けの講習会を

行っており、適時新たなテーマを設定し、おもてなし力の向上に向け

た取組を進めている。 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

・県外におけるプロモーションについては、県との連携または県からの

受託により実施しており、県及び市町村のＰＲ資料を広く活用するほ

か、市町村スタッフの協力も得るなど、県、市町村、連盟の協力体制

で情報発信している。 

・海外（台湾）での商談会については、全県の観光・宿泊施設の会員 

に参加を呼びかけ、オール秋田体制で、各地域の観光資源をＰＲする 

ことにより、商品造成の促進に繋げている。 

・ 県全体の観光情報を紹介するウェブサイト「アキタファン」の運用 

管理を受託しており、全県の観光情報を適時更新し発信している。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ （Ｒ８以降は現在検討中の県観光振興ビジョンが策定され次第更新予定） 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 ※観光振興ビジョン策定後更新 

【検討の経緯】 

2022年度からスタートした秋田県の総合戦略「新秋田元気創造プラン」において、「観光・交流」

は重点戦略の一つに位置付けられ、「延べ宿泊者数」「外国人延べ宿泊者数」は施策の成果指標となっ

ている。 

また、同プランの部門計画としての役割を有している「秋田県観光振興ビジョン」において、戦略

的なインバウンド誘客の推進等５つの重点施策を掲げており、同プランの「延べ宿泊者数」「外国人延

べ宿泊者数」に加えて、秋田県観光振興ビジョンでは「来訪者満足度」「リピーター率」も施策の成果

指標となっている。 

県との連携の下で推進する本計画についても、これらの目標値を必須ＫＰＩの数値として進行管理

していく。 

※なお、「旅行消費額」については、本計画独自の目標として設定する。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

・観光事業者の所得向上や観光産業の活性化を目指す上での基本的な指標として設定。 

・実態の把握は、秋田県観光統計「観光地点パラメータ調査」による。                

・令和４年度の目標値は、コロナ禍の状況を踏まえた秋田県の数値を適用。令和５～９年度について

も、一人当たりの消費額は 3,500円程度と設定し、それに観光地点等入込客数（延べ人数）の目標

値を乗じている。 

指標項目  
2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

2027 

（Ｒ９） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

98,000   122,500    127,750  133,000 136,500 140,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

114,691 117,266  138,442 
   

（－） （－） （－） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

2,900   3,300 3,700 3,800 3,900 4,000 

（10） （20） （35） （70） （140） （210） 

実

績 

2,772 3,001 2,990 
   

（16） （96） （115） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

85.0 87.0 89.0 91.0 93.0 95.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

76.5 89.6 85.5 
   

（－） （－） （－） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

57.0 59.0 61.0 63.0 65.0 67.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

58.5 52.7 53.6 
   

（－） （－） （－） 
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●延べ宿泊者数 

・外国人を含めた本県への全体的な誘客実績を示すための基本的な指標として設定。 

・実態の把握は、観光庁「宿泊旅行統計調査」による。 

・令和４年の目標値は、コロナ禍前の令和元年比較で８割程度回復すると想定し、令和５年は同９

割、令和６年は令和元年と同程度、それ以降は一定割合での増加を前提としたもの。コロナ禍の状

況を踏まえた秋田県の数値を適用。 

 

●来訪者満足度 

・旅行者の県内観光地での滞在における満足度を計るための基本的な指標として設定。 

・実態の把握は、秋田県観光統計「観光地点パラメータ調査」による。 

・令和４年の目標値は、上記調査のうち、満足度調査における訪問観光地「全体」の満足度が、 

「満足」「やや満足」を合わせ、９割以上となることを目指すもの。 

 

●リピーター率 

・旅の目的地としての魅力を持続できるよう、繰り返し来訪する旅行者の割合に着目して設定。 

・実態の把握は、秋田県観光統計「観光地点パラメータ調査」による。 

・令和４年の目標値は、秋田ファンとなるリピーターが全体の６割程度となることを理想型とし、観 

光地点パラメータ調査における県外在住者の秋田県訪問回数について「４回以上」と回答する割合を 

６割まで高めることを目指すもの。 

 

 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

2022年度からスタートした秋田県の総合戦略「新秋田元気創造プラン」及び同プランの部門計画と 

しての役割を有している「秋田県観光振興ビジョン」において、「観光地点等入込客数」は施策の成果

指標となっている。 

県との連携の下で推進する本計画についても、「観光地点等入込客数」を「その他の目標」に位置付 

け、進行管理していく。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●観光地点等入込客数（延べ人数） 

・外国人を含めた本県への全体的な誘客実績を現すための基本的な指標として設定。 

・実績の把握は、秋田県観光統計「観光地点等入込客数調査」による。 

・令和４年の目標値は、コロナ禍前の令和元年比較で８割程度回復すると想定し、令和５年は令和元 

年並みまで回復、令和６、７、８、９年は前年の 150万人増を見込み、コロナ禍の状況を踏まえた秋

田県の数値との整合を図っている。 

 
 

指標項目  
2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

2027 

（Ｒ９） 

年度 

●観光地点等入

込客数 

目

標 

28,000 35,000 36,500 38,000 39,500 41,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

25,178 28,354 30,807    

（－） （－） （－） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2022（Ｒ４） 

年度 

102,306,744（円） 【県からの補助金】           24,480,000 円 

【市町村からの会費】          13,641,000 円 

【民間団体・個人からの会費等】       10,707,500 円 

【県からの受託収益】             53,444,435 円 

【その他】                 33,809 円   

2023（Ｒ５） 

年度 

103,213,295（円） 【県からの補助金】           24,480,000 円 

【市町村からの会費】          13,641,000 円 

【民間団体・個人からの会費等】       10,583,000 円 

【県からの受託収益】             47,845,032 円 

【その他】                6,664,263 円     

2024（Ｒ６） 

年度 

87,536,730（円） 【県からの補助金】           24,480,000 円 

【市町村からの会費】          13,641,000 円 

【民間団体・個人からの会費等】       10,662,000 円 

【県からの受託収益】             38,602,396 円

【その他】                        151,334 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

87,417,000（円） 【県からの補助金】           32,400,000 円 

【市町村からの会費】          13,547,000 円 

【民間団体・個人からの会費等】       10,625,000 円 

【県からの受託収益】             30,835,000 円

【その他】                        10,000 円 

2026（Ｒ８） 

年度 

（円） （円） 

2027（Ｒ９） 

年度 

（円） （円） 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2022（Ｒ４） 

年度 

95,187,053（円）  【一般管理費】          7,203,315 円 

【自主事業】 

魅力ある観光地づくりの推進        6,062,180 円 

受入態勢の向上・人材育成       2,551,726 円 

バリアフリー観光の推進        3,505,561 円 

国内誘客・消費拡大の推進      13,472,294 円 

外国人観光客の誘致促進       4,973,201 円 

その他                3,974,341 円 

【秋田県からの受託事業】       53,444,435 円  
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2023（Ｒ５） 

年度 

112,355,728（円） 【一般管理費】           7,219,507 円 

【自主事業】 

魅力ある観光地づくりの推進       19,491,232 円 

受入態勢の向上・人材育成       3,689,452 円 

バリアフリー観光の推進        3,291,028 円 

国内誘客・消費拡大の推進      19,964,899 円 

外国人観光客の誘致促進       6,376,987 円 

その他                 4,477,591 円 

【秋田県からの受託事業】      47,845,032 円 

2024（Ｒ６） 

年度 

91,074,624（円） 【一般管理費】           9,809,284 円 

【自主事業】 

魅力ある観光地づくりの推進        5,458,315 円 

受入態勢の向上・人材育成       3,302,029 円 

バリアフリー観光の推進        3,370,267 円 

国内誘客・消費拡大の推進      15,373,357 円 

外国人観光客の誘致促進      10,599,404 円 

その他                 4,559,572 円 

【秋田県からの受託事業】      38,602,396 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

106,180,000（円） 【一般管理費】           17,691,000 円 

【自主事業】 

魅力ある観光地づくりの推進        9,079,000 円 

受入態勢の向上・人材育成       4,206,000 円 

バリアフリー観光の推進        3,717,000 円 

国内誘客・消費拡大の推進      22,566,000 円 

外国人観光客の誘致促進      13,332,000 円 

その他                 4,754,000 円 

【秋田県からの受託事業】      30,835,000 円       

2026（Ｒ８） 

年度 

（円） （円） 

2027（Ｒ９） 

年度 

（円） （円） 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
秋田県からの受託事業、市町村及び市町村観光協会、観光・宿泊施設等からの会費収入を継続的、

安定的に確保できるよう、県の観光施策との整合性を保つとともに、各会員がメリットを感じる事業

展開に配慮している。 

 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

秋田県は、引き続き、一般社団法人秋田県観光連盟を地域連携ＤＭＯとして登録することに同意しま

す。 
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９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

重複するＤＭＯとして、県内の地域連携ＤＭＯである（一社）秋田犬ツーリズム、（一社）あきた

白神ツーリズム、地域ＤＭＯである（株）かづの観光物産公社、（一社）男鹿市観光協会、（一社）田

沢湖・角館観光協会、（一社）横手市観光推進機構がある。 

年１回、県北・県央・県南の３ブロック毎に開催する地域別懇談会の場で、連盟事業を説明すると

ともに、各組織や地域における課題等に関する意見交換を行っている。また、東北運輸局、東北観光

推進機構等が随時開催するＤＭＯ会議にも各々参加しており、各種事業の情報共有や意見交換を行っ

ているほか、当連盟や各ＤＭＯが企画する県内外の広告宣伝活動、セミナー、モニターツアー等にも

相互に参加するなど、ＤＭＯ同士の連携を強めている。 

さらに、県内ＤＭＯの担当者が参加する会議を開催し、各ＤＭＯの実施事業や抱える課題等につい

ての意見交換や連携事業等を協議している。 

 

【区域が重複する背景、それぞれの役割分担について】 

当連盟は秋田県全域を対象エリアとする地域連携ＤＭＯであり、秋田県や県内観光団体、事業者と

の緊密な連携の下、観光客の受入態勢の向上・人材育成、観光流動促進に向けた観光コンテンツの発

掘や魅力向上への支援、マーケティング力の強化などの事業実施を通じて、全県域の観光地域づくり

を行っている。一方で、県内の各地域のＤＭＯは、地域観光素材の発掘・磨き上げ、特産品の企画開

発、旅行商品の造成等を通じて、より地域に密着した観光地域づくりを行っている。 

 このように担っている役割が相違していることからエリアの重複が生じている。 

上記のとおり、県内のＤＭＯと実施事業の目的といった点で差別化が図られており、役割が分担さ

れている。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

 当連盟は、各ＤＭＯ等が発掘・磨き上げした観光資源を周遊化しモニターツアーを実施するなど、

観光客の評価や課題の洗い出しを通じて魅力ある観光地域づくりに繋げているほか、外国人受入態勢

の向上を図る研修会等を実施し、県一体となった人材の育成を図るなど、全県域を対象とした観光地

域づくりを推進している。県内各地のＤＭＯにおいては、地域の観光コンテンツの磨き上げなど、対

象エリア内で観光地域づくりを遂行しており、ＤＭＯ同士の密接なコミュニケーションや相互連携の

下、効率的、効果的な活動が期待できる。 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 鈴木 博之 

担当部署名（役職） 一般社団法人 秋田県観光連盟 

郵便番号 018-8572 

所在地 秋田県秋田市山王三丁目 1-1 

電話番号（直通） 018-860-2267 

ＦＡＸ番号 018-860-3916 

Ｅ－ｍａｉｌ h.suzuki@akita-kanko.com 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 秋田県 

担当者氏名 柴田 潤也 

担当部署名（役職） 観光文化スポーツ部誘客推進課 

郵便番号 010-8572 

所在地 秋田県秋田市山王三丁目 1-1 

電話番号（直通） 018-860-2261 

ＦＡＸ番号 018-860-3868 

Ｅ－ｍａｉｌ Shibata-Jiyunya@pref.akita.lg.jp 

 

都道府県･市町村名  

担当者氏名  

担当部署名（役職）  

郵便番号  

所在地  

電話番号（直通）  

ＦＡＸ番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  

 

mailto:h.suzuki@akita-kanko.com


項目
2022

（R4）年度
2023

（R5）年度
2024

（R6）年度
2025

（R7）年度
2026

（R8）年度
2027

（R9）年度

旅行
消費額

(百万円)

目標
98,000 122,500 127,750 133,000 136,500 140,000

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

実績
114,691 117,266 138,442

― ― ―
( ― ) ( ― ) ( ― )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
2,900 3,300 3,700 3,800 3,900 4,000

( 10 ) ( 20 ) ( 35 ) ( 70 ) ( 140 ) ( 210 )

実績
2,772 3,001 2,990

― ― ―
( 16 ) ( 96 ) ( 115 )

来訪者
満足度

(％)

目標
85.0 87.0 89.0 91.0 93.0 95.0

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) (―)

実績
76.5 89.6 85.5

― ― ―
( ― ) ( ― ) ( ― )

リピーター率
(％)

目標
57.0 59.0 61.0 63.0 65.0 67.0

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― )

実績
58.5 52.7 53.6

― ― ―
( ― ) ( ― ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和７年 ７月 １日

様式２

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組

（登録）【登録区分】一般社団法人秋田県観光連盟

【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
秋田県

【設立時期】 平成４年７月１日
【設立経緯】

全県域を対象とするＤＭＯ新設
【代表者】 会長 齋藤 善一
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局次長 鷹谷 潤
【財務責任者（ＣＦＯ）】 事務局長 鈴木 博之
【職員数】 １１人（常勤８人（正職員１人・出向等７人）、非常勤３人）
【主な収入】

委託事業 ３９百万円、会費 ２４百万円（６年度決算）
【総支出】

事業費 ９１百万円、一般管理費 １０百万円（６年度決算）
【連携する主な事業者】

秋田の観光創生推進会議、秋田観光誘致協議会
あきた広域観光誘客推進協議会など

基礎情報

【主なターゲット】
・国外 台湾、香港、フランス、英国 等
・国内 首都圏、関西圏、中部圏、九州及び

北海道 等
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・県と連携した国内外の商談会の開催、旅行博への出展、キャ
ラバン活動等を実施する。
・多言語による情報発信や観光・宿泊施設による多言語対応へ
の支援等を行う。
・県と連携しながら各種データとデジタル技術の活用等により、
誘客のターゲットの的確な把握と効果的なプロモーションを展開
する。
【観光地域づくりのコンセプト】
・新たな旅行スタイルに対応した地域の取組やデジタルプロモー
ションへの支援、常態化している人員・人材不足対策事業を引き
続き実施する。

１ 魅力ある観光地づくりの推進
  ・観光地の魅力向上に向けた取組支援
  ・地域コンテンツのモニターツアー実施 等
２ 受入態勢の向上・人材育成
  ・観光秋田未来塾（経営者向け）の開催

・高校生等へ出前講座の開催
・優良おもてなし表彰の実施 等

３ バリアフリー観光の推進
・観光コンシェルジュの配置
・観光施設のバリアフリー状況調査・発信 等

４ 国内誘客・消費拡大の推進
・県外エージェント等への誘客セールス
・教育旅行誘致活動 等

５ 外国人観光客の誘致促進
・観光コンシェルジュの配置
・台湾等におけるＰＲイベントへの参加 等


	【秋田県観光連盟】形成・確立計画　様式２.pdf
	スライド 1


